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　９月３０日羽村市議会本会議で、鈴木たくや議員がおこなった平成２２年度一般会計決算

の認定に反対する討論をお伝えします。

日本共産党羽村市委員会は、以上の報道をおこないました。

高い放射線量を測定。
共産党市議団、市へ追加の要請

―倉田まなぶ議員の９月議会一般質問②

★次回の無料法律相談は１２月１５日(木)

午後１時半からです。

電話でお申し込みください。

・鈴木たくや080-1058-9450

・倉田まなぶ080-3460-0064　まで。

１１月１１日　西多摩地区議長会議員研修会に参加。「安全・安心なまちづ

くりを考える８つの問題提起」というテーマによる講演。地域にあわせた安

全・安心の確保の必要性、地方自治法に規定されている「住民の福祉(幸福感)の増進」を

目的としていく事など、なるほど、と頷きながら聞いた。（倉田）

１１月１１日　「ベネズエラ文化週間」の催しで、ベネズエラのバンド、カラカス･シンクロ

ニカのコンサートを聞きに立川アミューへ。素朴な音楽かと想像していたが、とんでもない。

民族音楽とジャズが混ざり合い洗練度は高い。ロック好きのため米英に目が向きがちだが、

世界は広いな、豊かだな、と実感した。（鈴木）

羽村民報原稿　２０１１年１１月１６日

＜高い放射線量を測定。市へ追加の要請―共産党市議団＞

　日本共産党羽村市議団は、１１月７日、羽村市に対し、放射線対
策についての追加の要請をおこないました。以下、要請文をお知ら
せします。

公共施設等の放射線量の総点検をおこなうことなどを求める要請書
２０１１／１１／７　日本共産党羽村市議団

　日々の業務ご苦労様です。
　さて、私たちの放射線量独自調査で、以下に示すような高い値が
測定されています。これらの場所は、雨水が集まるなどの条件にあ
る場所で、ここ以外にも多くの同様な条件の場所で高い値が検出さ
れる可能性があります。
　そのため、以下のような対策を早急にとる必要があると考え、要
請いたします。

１、今回指摘した場所については、早急に除染をおこなうこと。
２、市内の公共施設等の放射線量を総点検すること。特に、雨水や
落ち葉が集まる場所など、線量が高い可能性が考えられる場所は徹
底した調査をおこなうこと。
３、線量が高い場所などの除染をどうすすめるのか、その方針を定
めること。
４、市民からの情報提供を積極的に募ること。
５、測定値は、ホームページだけでなく、広報はむらでも公表する
こと。

名称
番地
場所
測定値　μSv/ｈ（地上５ｃｍ）

羽村市第一被災者一時宿泊所
小作台２－１５－６
雨樋下・地面
０．６３０

小作本町会館・研修所
羽西３－５－１７
雨樋下・地面
０．３４７

小作台西町内会防災倉庫
小作台５－１７
０．５３２

＜羽村市版　事業仕分け　第２弾　高齢者住宅を廃止など結論＞
　１１月１３日（日）、市役所において、事業仕分け第２弾がおこ
なわれました。今回は、「市役所土日窓口開庁」、「生活保護法外
援護事業」など１０項目について、２班に分かれた１２人の仕分け
人が、１事業につき５０分間で事業評価をおこないました。
　●●
　傍聴した市民からは「対象事業の選定が恣意的で、本当に削るべ
き内容が含まれていない」などの意見が聞かれました。

＜羽村市長期総合計画特別委員会―共産党市議団が質疑＞
　来年度から１０年間の羽村市の方向性を定める「長期総合計画（
第５次）」。これを審議する市議会特別委員会が１１月８日～１４
日におこなわれ、活発な審議が交わされました。共産党市議団の２
名は以下の点などについて指摘をおこないました。これらの審議を
うけて、計画は１２月６日から始まる１２月定例会に議案として提
出されることになります。
＜共産党市議団が指摘した点（一部）＞
○基本理念を「自立と連携」としているが、「市民は行政に頼るな
」と聞こえはしないか。市民それぞれの自立にむけて、行政は積極
的に役割を果たす、と明示すべきだ。
○放射線測定を継続することが記載されているが、放射線量の高い
場所を除染していくことを、方針にはっきり位置づけるべき。
○横田基地の騒音被害などを増大させない、との方針だが、１０年
前の計画では掲げられていた「基地の縮小」から大きく後退してい
るのでは。その方針を明記すべきだ。

＜活動日誌＞

１１月１１日　西多摩地区議長会議員研修会に参加。「安全・安心
なまちづくりを考える８つの問題提起」というテーマによる講演。
地域にあわせた安全・安心の確保の必要性、地方自治法に規定され
ている「住民の福祉(幸福感)の増進」を目的としていく事など、な
るほど、と頷きながら聞いた。（倉田）

１１月１１日　ベネズエラのバンド、カラカス･シンクロニカのコン
サートを聞きに立川アミューへ。素朴な音楽かと想像していたが、
とんでもない。民族音楽とジャズが混ざり合い洗練度は高い。ロッ
ク好きのため米英に目が向きがちだが、世界は広いな、豊かだな、
と実感した。（鈴木）

を学習しました。

地方自治体の理念(住民福祉の増進)を実現していくために、住民の
安全・安心の確保が重要であり、自殺防止条例や虐待防止条例、防
災対策条例など都道府県ごとに多岐にわたる安全・安心条例が紹介
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れらの場所は、雨水が集まるなどの条件にある場所で、ここ以外にも多くの同様な条件の

場所で高い値が検出される可能性があります。

　そのため、以下のような対策を早急にとる必要があると考え、要請いたします。

１、今回指摘した場所については、早急に除染をおこなうこと。
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５、測定値は、ホームページだけでなく、広報はむらでも公表すること。

名称
測定値μSv/ｈ
（地上５ｃｍ）

番地 場所

羽村市第一被災者一時宿泊所 小作台２－１５－６ 雨樋下・地面

雨樋下・地面

雨樋下・地面

０．６３０

小作本町会館・研修所 羽西３－５－１７ ０．３４７

小作台西町内会防災倉 小作台５－１７ ０．５３２

測定器：堀場製作所 Ｒａｄｉ(PA-1000)

国際放射線防護委員会は、年間１ミリシーベルト＝１

時間０．２４マイクロシーベルト（自然放射線量をの

ぞく）以下に抑えることを勧告しています。

羽村市長期総合計画特別

委員会―共産党市議団が質疑
　来年度から１０年間の羽村市の方向性を定める「長期総合計画（第５次）」。

これを審議する市議会特別委員会が１１月８日～１４日におこなわれ、活発な審議が交わさ

れました。共産党市議団の２名は以下の点などについて指摘をおこないました。

　これらの審議をうけ、計画は１２月６日から始まる１２月定例会に議案として提出される

ことになります。

＜共産党市議団が指摘した点（一部）＞

○基本理念を「自立と連携」としているが、「市民は行政に頼るな」と聞こえはしないか。市

民それぞれの自立にむけて、行政は積極的に役割を果たす、と明示すべきだ。

○放射線測定を継続することが記載されているが、放射線量の高い場所を除染していくこと

を、方針にはっきり位置づけるべき。

○「横田基地の騒音被害などを増大させない」との方針だが、１０年前の計画では掲げられ

ていた「基地の縮小」から大きく後退しているのでは。その方針を明記すべきだ。

長・計（４次）冊子

羽村二中で、放射性
物質についての特
別授業おこなわれ
る。(11/10）


